
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 









 

 

 

 

 

 

 

成果発表パワーポイント 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果品 愛宕商店街 MAP 



 

 

     

 

 

     

 

学園祭展示パネル 



    
 

 

    
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

啓発用ポケットティッシュ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 







【決算書記入例】

Juvenile 

令和元年度決算報告書

収入の内容 予算額 決算額 内訳（単価・人数など）
収 ファンド助成金 200,000 41,351 円 円

入
合 計 200,000 円I 41,351 円

支出の内訳 予算額 決算額 内訳（品名·単価・個数など）
会場代 20,700 ゜円 円

交流会運営雑費 50,000 31,900 

4段式スタンプ110円X4個、 絆創齊110円X1 
箱、携帯用ライト110円X20個｀簡易トイレ110円
X19枚、ラッピング袋110円X2セット、 乾電池
110円X5パック- A4バスケット110円X3個、ダブ
ルクリップ110円×1個 、お菓子1444円、 ドリン
ク192円X1本、 ドリンク214円X1本 、 amazonギ

フトカード（講師御礼 品）3000円xa枚円 円
チラシ ・ ポスター紙代 5,000 4,039 光沢用紙872円X1袋

円 円 コピー用紙セット(500枚xs冊）3167円X1箱

チラシ ・ ポスター印刷代 2,000 4,950 カラーインク4950円X1個円 円
成果報告書作成費 5,000 ゜

¥ 
円 円

スピーカー等レンタル料 50,000 ゜円 円
交流会配布資料作成費 20,000 円 462 円 コピー用紙462円X1冊

交流会使用備品等費用 47,300 ゜円 円

ヽ

合 計 200,000 円 41,351 円



 

 

 
 

 
 

 
 

 

成果発表パワーポイント 



 

 
 

 
 

 
 

 
 



 

 
 

 
 

 
 

 
 



 

 
 

 
 

 
 

 
 



 

 
 

 
 

 
 

 
 



 

 
 

 
 

 
 

 
 



 

 
 

 
 

 
 

 
 



 

 
 

 
 

 
 

 
 



 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 
 

交流会チラシ 

（表） 

（裏） 



2020 年（令和２年）　2月 28日　 

「Let’s ほこほこ交流会！」報告書 

この報告書は、こうちこどもファンド参加団体「Juvenile（ジュブナイル）」が、

活動にあたり協力していただいた方々に向けて「Let’s ほこほこ交流会！」を実施

したことによる成果を報告するために作成した文書です。 

１．活動の目的 

今回の交流イベントは、参加者の方々に災害時の状況を知っていただき、鴨田・朝

倉地域の防災意識向上を目指すと共に、参加者の方々にコミュニケーションを深め

る方法を体験していただき、いざというときにスムーズな協力ができるようにした

い、と考えて開催しました。 

２．活動の内容 

７月

ミーティング（活動予定のまとめ・文章化） 

チームメンバーと担当してくださった先生で集まり、今後の活動

予定やタスクの設定、交流イベントの内容に関する議論などを

行いました。

８月

8/23(金)　朝倉ふれあいセンター様に相談させていただく 

高知市朝倉ふれあいセンター図書室様へお伺いさせていただ

き、交流イベントの実施に関する相談をさせていただきまし

た。告知の方法や会場の準備、スタッフの募集に関することな

ど、大変貴重なアドバイスを頂きました。



９月

9/6(金)　こどもファンドアドバイザー様とミーティング 

こうちこどもファンドアドバイザーの畠中洋行様にお越しいただ

き、ミーティングを実施しました。告知方法や出演を依頼させ

ていただく方々、会場についてなど、より具体的なミーティン

グを行い、多くのアドバイスを頂きました。さらに、交流イベン

トのプログラム案と活動予定の整理も行いました。

10月

10/29(火)　防災すけっと隊の皆さんとミーティング 

畠中様とのミーティングで教えていただいた高知大学防災すけ

っと隊の方に連絡をさせていただき、２回目の「防災」をテー

マとした交流イベントへの出演を依頼させていただきました。

すけっと隊の方とは、具体的なイベントの内容について直接ミ

ーティングも行い、プログラムを決定していきました。

11月

ミーティング・告知用チラシとポスターおよび台本の作成開始 

チームメンバーと担当の先生で再度ミーティングを行ったり、 

告知用のチラシとポスターの作成も行いました。さらにプログ

ラムが決定したため、当日のスタッフの動きを文章化した台本

の作成も開始しました。

12月

12/7(土）　１回目交流会の実施 

朝倉民生委員の方に連絡をさせていただき、１回目の交流イベ

ントにおける昔遊び体験プログラムに出演していただけないか

依頼をさせていただきました。また、高知県立高知国際中学校

様で中学生サポーターさんの募集も行わせていただきました。

さらに高知市立鴨田小学校様と高知市立朝倉小学校様、そして

高知市朝倉ふれあいセンター図書室様に許可をいただき、完成

したチラシの配布とポスターの掲示、申し込み用紙回収ボック

スの設置をさせていただき、１回目交流会を実施しました。イ

ベントの詳細は後述します。



１月

1/25(土)　２回目交流会の実施 

高知市立鴨田小学校様と高知市立朝倉小学校様に修正・改善し

たチラシを配布させていただき、高知大学防災すけっと隊の皆

様と当日の予定に関するミーティングも何度か実施させて頂き

ました。この間に「読もっかこども高知新聞」さんの記事の作

成も行いました。高知国際中学校様にて再度サポーターさんの

募集も行い、１回目のイベントの様子を受けて台本も修正し、

アンケートやスタンプラリーシートなどの書類の準備、景品や

お菓子といったものの買い出しも行い、２回目交流会を実施し

ました。イベントの詳細は後述します。

２月

活動報告書およびお礼状の作成 

今回の活動において協力していただいた方々・お世話になった

方々に活動の成果を報告するための報告書とお礼状を作成しま

した。



３．活動の様子 

１回目交流イベント：2019年12月7日(土)13:30～15:30 

朝倉民生委員の皆様にご協力いただき、昔遊び体験プログラムや民生委員の方のお

仕事などについてのインタビュー活動を実施させていただきました。当日は、高知

国際中学校の生徒４名の方に中学生サポーターとして協力していただきました。 



２回目交流イベント：2020年1月25日(土）13:30～15:30 

高知大学防災すけっと隊の皆様にご協力いただき、お菓子ポーチの製作、防災人生

ゲーム、防災クイズという３つの「防災」に関するブースを設置し、スタンプラリー

方式のプログラムを実施し、景品の配布も行いました。２回目の交流イベントに

は、高知国際中学校の生徒１名の方に中学生サポーターとして協力していただきま

した。 





４．アンケートの集計結果 



設問６・７（感想欄）：「楽しく防災について学べて、とても良い機会だと思いま

した。」や「コミュニケーションを積極的に取ることができた。」「防災人生ゲー

ムが工夫されており楽しかった。」といったご意見を頂きました。 



５．イベントの成果 

今回の交流会を実施したことで、避難所で会った時にお互いの顔を覚えている人が

いるかもしれない、ということも挙げられますが、一番成果が出たのではないかと

思うことは、２回目のイベントで実施した防災クイズや人生ゲームなどで、参加者

の方の防災意識や災害に関する知識を深めることができたということです。共通の

知識があると、災害時などのいざというときにもスムーズに協力することができる

のではないかと思います。 

こうちこどもファンド参加団体「Juvenile（ジュブナイル）」 

高知県立高知国際中学校２年　神原 智美、高橋 晴香、竹森 圭、三上 輝



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 











 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 11月 民生委員さんとのコミュニケーションツール検証 

令和元年 12月 LED イルミネーションの設置と検証 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 12月 シクラメンの花の苗と手づくり紙の門松の配布 

令和元年 12月 エアボールゲームによる検証 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 







令和元年度決算報告書

収入の内容

助成金 200,000
円

50,600
円

円

円

合       計 200,000
円

50,600
円

支出の内訳

防犯劇衣装代 50,000
円

1,859
円

Ｔシャツ作成費 50,000
円

0
円

広報費（防犯冊子） 20,000
円

48,741
円

看板作成費 80,000

円

0

円

円 円

円 円

円 円

円 円

円 円

円 円

合       計 200,000
円

50,600
円

タイツ1枚、ひげ１、布１、帽子２、悪役マスク
１、テープ１、バンダナ１

支
 
 
 

出

予算額 決算額

団体名　おおつっ子　　　　　　　　　　　

収
 
 
 
 

入

予算額 決算額 内訳(単価・人数など)

インクカートリッジ4本、光沢紙２５０枚×３

内訳(品名・単価・個数など)



【幕 前】 

 

 

中学生の２人が，最近自転車を盗まれる被害があったことや， 

おばあちゃんが詐欺被害にあったことについて話している。 

 

 

  正しい自転車の乗り方や，犯罪被害に巻き込まれない方法を劇で 

学ぶことを呼び掛けて，第１幕スタート。 

 

 

令和元年 12月 18日 地域の方への防犯劇披露（大津ふれあいセンター） 



【第１幕 自転車の正しい乗り方】 

 

大型量販店に遊びに来た３人の女子。 

自転車をとめる場所を探している。 

 

 

自転車をとめる場所は見つかったが「自転車がたくさんあるから」 

と言いながら，鍵をかけずに遊びに行く。 

 

  

そこに現れた正義のヒーローたち。 

自転車に鍵がかかってないことに気がつく。 



 

 

ふたりは自転車に鍵をかけて立ち去る。 

 

 

 

３人が買い物を終えて帰ろうとすると・・・ 

自転車に鍵をかけられていることに気づき，困る。 

 

 

そこに正義のヒーローたちが現れ，自転車の鍵を開く。 



 

       どうして自転車に鍵をかけたのか問う女の子たち。正義のヒーローから， 

     「自転車に鍵をかけないと盗まれるかもしれない」ことと，女の子たちが 

手に飲み物を持っていたので，「片手で運転すると，自転車や歩行者にぶ 

つかり，自分たちや相手が大けがをする危険性がある」「相手に大けがを 

させたら損害賠償を支払わなければならなくなる」ことを説明。 

 

 

最後に，「大切な財産を守るためにも自転車に鍵をかける習慣をつけていく」 

ことと，「自分の身を守るため，人を傷つけないためにも『ながら運転』は 

やめる」よう呼びかけをして，第１幕終了。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【第２幕 オレオレ詐欺に注意】 

 

左が高齢者役。右がオレオレ詐欺の犯人役。 

とある日，高齢者宅に電話がかかってくる。 

 

犯人が「オレオレ」と名乗るのを，息子からの電話と勘違いする高齢者。 

「仕事でミスして，明日までに会社に600万円返さないとクビになる」 

 

「口座番号教えるので今すぐ振り込んで欲しい」との話に高齢者が 

「わかった」と言おうとしたところで正義のヒーロー登場。 



 

 

正義のヒーローから高齢者に，「本当に息子からの電話だったか？」 

「息子は自分から名乗ったか？」確認。 

 

 

オレオレ詐欺の被害に会わないようにするには 

〈本人ができること〉⇒ 本人確認をする，知らない電話番号には注意をする 

〈周りの人ができること〉⇒ 家族しか知らない合言葉を作る，定期的に連絡をとる 

 

 

     正義のヒーローから，悪いことをしてはいけないと注意され，反省する犯人 



 
「悪いことに手を染めてしまったら人生台無しになる」正義のヒーローが犯人を退治。 

 

 

自分や家族がオレオレ詐欺の被害に合わないよう，対策をとることを呼び掛けて， 

第２幕終了。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【幕 後】 

 

架空請求や他の犯罪にも巻き込まれないように気を付けること， 

大津地区が犯罪のない地区になるよう，ひとりひとりが正しい知識 

を身に付けていくことを呼び掛けて，劇終了。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果品 防犯啓発チラシ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 









 

 

 

 

 

 

 

成果発表パワーポイント 
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